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内 容 梗 概

発信一番弓▲自動倹H装筐ほ,電ぷ交換において発信加入者の電話番考せ自動的に検=する装置であって,通話

料金に関する詳細記録を残す必要のある場合などに利用される｡この発信番号廿動検出装置として,大形のリ

ングトランス(環状磁心変圧器)を用い,番号を各けたごとに順次検出することにより検出器の数を少なくし,

10,000阿線を一群とする発信番号検出装置を検討し,試作Lたのでその結果を報告する｡話｢†･t回線の誘導によ

る誤動作の防止,障害の場合の予備ルートの構成,試

l.緒

加入者ダイヤルの市外電話ほ,現 加入者度数計を料金に応じ,複

数回動作せしめることで一一括して料金を徴集しているり市外 話の

ほかの料金装置として発信番号,着信番号,通話時刻などを記録し,

料金請求の基礎を明確にLておく装置もある｡これは,TTTおよぴ

AMA装置であるが,これらはいずれも通話料金を

な内容を自動的に記

求責をrl三成せしめる｡

ヤ,以下IDと略す)

であり,発信加入者の

出するに必要

し,会計機へこれらの情報を与えて,料金講

発后番号日動検出装置(アイデソティファイ

はこのような料金装置にも剛､られる一装置

話番号を自動的に検l-けする｡IDの方ぺにも

いろいろな方法(1)(2)が発表されているが,中でも各けたごとにリソ

グトランス(環状磁心変任器)を用い,17kcの交流信号によって番

号の検出を行なう方法と,抵抗マトリ､ソクスを軌､て番号展開を行

ない,高感度の検出器により加入者番号を各けたごとに順次検出す

る方法がおもなものである｡加入者番号をいっせいに検出する方法

は,検出のための時間は速い利点ほあるが,経済性そのほかに検討

の余地が残されている｡口立製作所で試作したIDほ,番号群の構

成にほリングトラソス方式せ用い,番弓一の検出ほ各けたごとに検出

器を切り換えていく方式をとり,小形で経済的なIDを･設計した｡

特に誘導信号による誤動作を防止するよう,検討を加えたので

する｡

第1図ID,7､′rT裂こ 置

*
日立製作所戸塚工場

方式の簡易化に考慮を払い設計されている｡

2.試作ID装置の概要

作LたID装置はA,B2架に分かれ,A架にはリングトラソ

スと加入者コンデンサを精載し,B架には発振器,検H器,継電器

回路,IDコネクタを横磯している｡外観を弟1図にホす｡本装ぽ

を附~J地川とLて試作LたTTT装程に楼蘭L,動作試験を行なっ

た｡

2.1設 計 方 針

(1)番現1㍉こは大形のリングトランスを用い,10,000同線を1

架で構成する｡

番り･の検まi-1は順次式で行ない,検出器の数を少なくする｡,

枚出信号に17kcを用い,発振器,検出器を全トランジス

タ化し,電視を交換機と共用にする｡

(4)話中回線による誘導,出力低下により訳動作するのを防ぐ

ため,マージンを十分にとるよう設計する｡

(5)降雪により発信番号検出不能の事態が生じないよう,番号

群を除いては全装置を2系統に分け,再試行機能を付加す

る｡

(6)一行程 置の試験が容易に行なえるようにし,1ガを試験し

ている最中でも,他方の系統で一般呼のサービスが‖†能な

ようにする｡

2.2 動 作 概 要

再試行および試験機能を中心として,試作のID装置の動作を説

明する｡舞2図は試作したID装置の中継方式図である｡

加入者が市外電話をかけると,ラインスイッチ,一次セレクタ,

レビー･一夕などの交換装置,さ打に料金装備滝経て相手加入者に接続

さ･れる｢.この際に料金計算に必要とされる発信加入者の電話番号ほ
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第2図 アイデンティファイヤ中継方式図

料金装置を経て

相手局へ
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次の粍過を経てIDに⊥り検出さjしる｡｣市外通話の開始または終了

し,あいている允†.ri■折り一センダを揃そくするr､発信前号センダほ

IDコネクタな経て,ID緋'Fに㌫沖り路を起動する′､ID継電掛可路は

SSO

た交換性の制細線岬丁線)へ17kcの交流信号せゼ川し,これは一

次セレクタ,ラインスイッチな経て,加入者中脳へ到達させる.｡こ

の信号ほ,ID番ぢ･群の発信加入者の対応端了一へ現われる｡ID検出

器ほ,まずA帰の番ぢ一群のリングトランスの1.,000位キこ信号が現わ

れているかどうかを検出し,もし出ブJがあJtば次に100位のリング

トランスの出力む検=L,順訣10位,_中位の番号を検=して,商流

信号に変換する｢.もし,A/司の番ゝゴ∵酢の1,000位に汁1力が現われて

いないときは,B局の1,000位,C局,l)局と4局の1,000位の出力

を探索し,H力のHている局の100拉~uドを次に走左する｡

このようにし-て得られた情裡をID継`F宣器L‖酵糾よ発信番弓･センダ

を経山して糾二組裳蹄へ送畑 それを通.調;斗企の計掛こ使用する｡

2.3 再試行機能

経路ができるようになっている｡トラフィック的にほ1個で十分で

あるが,障害時でもサービスが停止しないためである｡,発信番号セ

ンダは弟2図にホすように2群に分かj~し,偶数番ぢ▲の発一言番号セソ

ダほA系統で♯0のID継電器回路を,奇数番号･の発†言◆番号センダは

B系統で♯1のID継電器回路を捕そくする｢最初のルートの試行で

障持とな/-,た場創札IDコネクタでほかの系統のID維電粉‖l路へ

切り換えて,再試行を行なト.山.;∫℃子J二により,障害の原州が加入苦回

線にあってその呼たけが処♪1!さ′fしないのれⅠIH石竹側に障害の唱州

がぁるのか判別するし,1りこふし7J■で再び障㍑となった場佃土,加l入一首回

線の不良として先†∴香り一センソりこその旨を去ホし,允†.÷祈＼トヒンタ

で発†._り‖入一書▲を保留L,てJ~用投法証する｢また†佑試行で障建となら

なかった場合は,最初のIDのルーい川樟告またはセレクタの空繍

選択で地気が出ることなどで,瞬｣~H川勺に.舘動作の掠≠1が生じたもの
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芋)′′---｢-｢

注:'/ニ■′に(てアシールド繰
を使作付る

と考えられるので,IDコネクタに最初のルートで1回障害が生じた

ことを記録し,1D矧琵は復旧し,発信番号セノダは2度目の試行で

得られた1仁い､番号を料･金局へ送る｡､同一のIDの系統で続けて2

回障害が隼じた場合は,Il)のlロl路に障害の原因があると考えられ

のIDの系統が電けん操作または障寓で閉鎖されているときは,偶

数番号,奇数番号,いずれの発信番号セソダの呼も,他方の閉鎖さ

れていないIDの系統で処理し,

ゝ
ヘ
ノ

な行を行

寄を生じた場合ほ同一･の系統で

(1)lD番号群~を含めた総合試験

ID コネク

タのMTO継電器を動作させ,ID継電器回路をID試験回路に引

き込･み,SSO,RGO

ID.試験回路よりID番号群に接続された信号線に送られ,ID番

終に表′Jミされ,番号検山後はID番号群を開放する｡この試験中

ほほかの系統のID継電器回路も呼を処理できないから,正しい

番号を検出不能の場合も,一定時間後ほID番号群を解放する｡

全部のリングトランスを試験できるよう,1局当たり3回線(た

とえば3333,4444,7777)の制御線をID試験回路へ引き込んで

おき,試験盤のバッチソグにより,このうちのいずれにも信号を

J-r与すことができる｡

(2)ID継屯器l‖膵各の単体試験

RGO継電器のム動作させ,SSO継電器ほ動作させない｡JAO,

JBO端~rをパッチングし,ID発信器の出力を規定レベルまで下

けてID検出器に倶瀦する｡ID継電器巨-1路は1,000位,100位,

10位,中位の解ぢ-を順次検=し,ID試 を表示

する｡この試験ではID番シJ一群を使用Lないのでほかの系統のID

継電器回路ほ白山に呼を処理できる｡
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第4図

l

◎

へJ∴仁し

′毎∵

7■■■■毎

汁:ジ17ソハ線ほ各リングトランスを2

倒すつ覧通する⊃

ムニノミで㊦｢ljほS㍑了1ぺ下る挽か汀

通し,e嘲けG端-f･へ帰る徳竹昭■通

する｡

D番号群ジャン/､線接続側

(3)ⅠⅠ)検出器の-F-i与∴休.試験

RGO,SSO 電器とも動作させないで試験を行なうと,JBO

端子とパッチソグしたJAO端~r一に対応した検H一闇が動作し,そ

の結果をID試験回路に ホする｡

ID装躍の試験に)∫うたっては,1局に一組しか記如ナられないID

番一片郡ほ,必要最小限の場丞しか■1iヰJ~しない｣また,トランジス

タ回路をもつ掛-t-1掛よ申廻しで.謝強ができ,障害の発見を容易にし

ている｡発振器の障害は,番巨ゴー検出不能と~して現われるので,自

動的な才一1i力監視は行なっていない｡

3.旧番号群の構成

第3図にIU番号郡の回路図をホすrJ別11人者回線ごとに0･05〃F

十100nの素子を設けるr)これは交換機の制御線の直流丁封~Eを遮断

し,番一片検出の交流信うプ▲のみを番号群へ接続するもので,構造ほ第

5,る図に示すように,10加入者分を厚さ9･5mI--の板状に埋込成

形し,これを様に100列,縦に10段,第1図のように10,000回線

分配列するr-リングトランス(3)は舞7図にホすように,スー/ミーーノペ

ーマロイの巻鉄心に巻線を第3図のように2組巻十てあるご-､穴の大

きさは91cl-12で0.51--1ⅥのPVC綿巻線が6,000本ほいる広さなも

っている〔各れ入者からのジJ.7ソパ線ほ第4図に示すように,各け

たのリングトランスを2回貫通し,地嶺端イに接続される∩ ジャン

パ線の通L■方は,弟4図の のように方向性がつけてあり,誘導妨

害を打ち消すようになっている〔策3図でID継電器回路の制彿･こ

より,T110A,THOB 器が動作すると,1,000位のリソグトラ

ソスの出力を榊0′､‡04ID検｢Ⅰ-1器に接続し,1,000位の番引剣~Hを

行なう｡次に,THOA,THOB継電器を復1Flさせ,HOA,HOB

電器を動作させて100位の検LHろイナなう〔､以下順次同様にLて,各

けたの 号検出を行なう｡また‡1ID継電器l吐l路からの;-1;l｣御による

ときら･ま,THIA,1てilB継電器以~卜が動作し,リングトランスの

第5図 加入者コソテンサ,ジャンパ組側 い桁両)

第6[蛋l加入者コンデンサケーブルイ両線側(裏面)

第7図 リングトランス外観図

出プJを‡10-＼ノ♯141D検=告に接続する.一,検州むH■たっていないけた

のリングトランスの汁=J端J二は,切換継電器の接点で魁絡さかてお

り,リングトランス√トー欣≠恒インピーーダソスを低くL,話中回線

による誘導む減少させる′--

4.tD発振器および検出器

今回のID装踪の試作に当たり,A形仙こは十150Vの高圧電源
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第1蓑ID発振器の 仕様

発 振 周 波 数

最 大 出 力

ひずみ率(≠は26dBmのとき)

川 カ イ ン ピ ← ダ ン ス

出 ノJ変 動 沌源±3V)

周 古生数 変動(電源±3V)

17kc

26dBm

20dB

600n土20%

土1dB以卜

0.1焉以仁

第2表ID検トH器 の仕様

立

第3表 番

第4表 市外 発

当呼人倍加発1総 た

Sル些
4

短冊離呼最

総発信呼ムヒ

0.2

0.1

群 の 計 値

信 呼量 の 仮定

短腔離呼量
(HCS)

0.8

0.2

長崖巨離呼量

短足巨離呼罷

0,3

0.2

長距離呼i止
(HCS)

0.24

0.04

短距離呼の平均保留時間
長距離呼の平均保留時間

180秒

360秒

(単位 nlS)

がないので,発振器,検出㌍を全トランジスタ化し,電源を-48V

のみに統一した｡試作LたID発振器,検出器の仕様ほ弟1,2表

のとおりである｡弟3表は番号郡の=力電圧の設計値を示す′)これ

より出 標の力 値は-43.7dBmとなる｡

5.1D装置の問題点

5.1トラフィ ック

ID装躍ほ10,000回線あるいはそれ以上瑚可線を一群とし,同時

に1加入者のムの検州Lかできない｡したがってID装置の保相時

間を短くし,できるだけ多くの呼を扱うことが望まい､｡リングト

ランスの出力を巻けた同時に検出する方式ほ,ID検侶器の数を多く

必要とするが,ID装置の保留時間ほ短くでき,80Ⅰ¶Sぐらいにす

ることが可能である｡一方,リングトランスの各けた馴駅次卯)換

えて検出する方式は,検出器の数は少なくて済むが,検出1曙関ほ長く

なり,300msぐらい必要である｡市外通話の呼量を弟4表のように

仮定すると,ID装粁の平均待合時間は弟5表のようになり,これ

に100msが許容されるとすると,長距離呼のみを 紳記録する場

44
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第8閑 話中回線による誘導回路

＼

⊂⊃

γb

rβ

⊂⊃

合ほほとんどのJ一-･〕が順次式で十分であり,短距離呼も含めた場合,

順次ぺでは 忙局で10,000回線,閑散的で40,000恒卜線まで--･群とし

てサービスできる｡

話中回線による誘導妨講せ考えた場合,lI)検拙器を高感度にする

必要があり,価蘭が高くなるので順次式を軌､ることとした｡特に

IDの呼謎が多い場斜よ,市外トレーソを2群に分け,おのおのが別

個に発信番りの検出を行なえるようにするとか,IDの検出信号を

♯0ID継電器回路の系統と#1ID継電器回路の系統とに釧ナ,周波

数を変えて同時に2系統の検山が行なえるようにすることにより対

処できる｡

5.2 話中回線による誘導

策8図に番号群のジャンパ線の通し方を示す√.(a)ほ各けたにリ

ングトンスを10個用いた方式であり,(b)は各けたにリングトラ

ンスを5個とし,ジャンパ線を各けたごとに21鴎通すカ式である｡

加入者コンデンサほ各加入者同線の制御線に接続され,このうち検

出を行なう1凹線にの入信号が送Ⅲされる｡ほかの加入者コンデン

サほその回線ふ通話中であれば制御線に地気がでている｡弟8図
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第9図 話中匝J線による誘導回路の等価回路

第6素 話中回線に.よ る誘導妨害
(a)lout oflO方式

回線数

1,000

2,000

5,000

10,000

20,000

5D,000

100,000

♪

117

256

646

1,296

2,795

6,995

13,995

〃

20

60

150

300

800

2,000

4,000

夕:出力低~~F(7)バロメータ

〃:誘導のバロメータ

(b)20ut Of5方式

回線数

1,000

2,000

5,000

10,0〔10

20,000

50,000

100,000

♪1

1,134

2,673

6,093

14,592

33,191

76,991

177,990

♪望

3,393

3,393

41,991

41,991

す1

840

2,080

4,600

11,600

27,200

62,000

148,000

●いご

2,400

2,400

♪1:出力低卜のノミロメータ20ut Of5のけた

♪2:出力低卜のパロスーータlout of5 のけた

すl:誘導のノミr了ノータ20ut Of5のけた

q2:誘導の/ミロメータlout of5のけた

(a)で‡0加入者が検出されているとき,♯1加入者が話中であれば

リソグトランスの二次側を加入老コソデソサCl,Rlを通して短絡

することになり,所望のリングトランスの上_l_l力が低卜する｡また,

Cl,Rlを流JLる電流が非動作のリングトランスUlに流れ,Ul

の巻線忙甘力な生じることなる｡これほ同一のリングトランスを通

る話中回線が多いほど,妨嘗が激しいことになる｡また1回だけ結

合しているものより,THO,HOと二つのリングトランスを共通に

迫っている話中回線の妨害ほその2倍となる｡ID検出告の入ノノイ

ソピーダソスをリソグトランスの一一次側に換貸すると,
血=

ナ‡~
n(乃

ほリングトランスの巻線)となり,こjlをγとすると,話中l叫線に

よる誘導妨害は第9図で示される｡(a)は出力低下の等価[巨1路でγ

に対し,C+Rが♪個だけ艦列にはいる｡♪ほ動作すべきリソグト

ラソスを延何lり1線の詰｢い回線が適っているかを示すっ第9図(b)は

望ましくないリングトラソスに出力の現われる誘導の等価回路であ

牛,γと並列になったC十Rの恒1路に流れる電沈盲′の留倍が動作す

べきでないリングトランスの一次側に流れることを示す〔♪,ヴの

値を計算Lた結果を第d表に示す｡これほ仝lロl線を話中とした場合

である｡リソグトランスを20ut Of5に配列する方式ほ,1uut

OflOの形式に比較して話中回線による 訪｢川可線

による誘導妨害を少なくする方法ほ,リソグトランスで交さする回

線♪,〃を少なくするとともに,第9図に示すように,CRのイン′

ピーダンスをγに比べて十分に大きくすることが考えられる｡この

方法によると,検出信号がCRにより減衰されてID検出器の人力

が小さくなるが,これほ高感度の信弓一枚出器を用いれば柄供でき

る｡/㌢阿設計Lた2out of5形式の10,000回線のリングトランス

では並列阿路による出力低下は1%にすぎず,ほかの非動作リング

トランスへの山力も山86dBmにすぎない｡さらに20ut Of5形

式の場合,ジャンパ線の通し方を第4図のように指定することi･こよ

りたとえば第8図のようにU2リングトランスほ#1同線の誘導電

流と♯2回線の誘導電流が反対方向となり,ID検出掛こ出力を出さ

ない 話中回線が平等に分布すれば,互いに打ち消し合って

力を

導出

減することが可能である｡また,検出を行なっていないけた

のリングトランスの出力巻線を短絡することにより,ほかのけたの

リングトランスのインピ】ダンスを下げて,誘導をさらに軽減する

こととした｡

号 自 動 検 出 装 置

第7表 RT線電圧とリングトランスの出力
(a)RT線電圧 2Vの場合

112 417

(b)RT線 5Vの場合

1561

O11 417

単位 dBm

第8表 リ ン グト ラ ン ス の=力

62

33

58.5

33.4

掛位 dBm

選択性増幅器で測定

加入者番号

.:=･

2243

2306

2755

2810

2372

2142

2617

2192

2713

動作トラソス

空挺壁上ニミ空

一43.5

-43.4

-43.0

-43.5

-44

-43.5

-43.2

-43.0

-43.0

-44.5

非動作トランス
の療高_レベル

ー67

-66

-72

-61

-61.5

-67.0

-67.0

-70.0

-65

-6l

ほかの加入者回線のRT線は地気粧した場合

搬音60形増幅器で測定

動作トランス
の最低レベル

トラノ/ス

レ/くル

第9表 RT線電圧と検出器の動r【三限界

単位 dBln

機番 撃謂2漕妄l恒(Ⅴ)

第10表 ID

A局加入者検机

B届加入者検出

C局加入者検出

D局加入者検出

の 保 留 時 間

如
か
丹
4
.
5
.
4
.
5
.

適法

l‡0IDRG(ms)

243

306

350

395

作 結 果

試作l【■~/】の測定結果に1)いて簡単に述べる｡

る.1リングトランスの出力

RT線の検山信号電仕が2Vと5Vの場合のリングトランスの川

力電圧をレベルメータを用いて測定Lた結果を策7表に示す〔Jこれ

より動作リングトランスの出力ほ,前芋の計算結果より 2d8高

くなっているが,これは17kc以外の維仔成分が含まれているため

である｡非動作リングトランスの出力はRT線が2Vの場合,前節

で述べた話中Lロ】線による誘導結合のほかに,リングトランス,ジャ

ンパ線間の静電結合,電磁結合があり,最悪の条件で-65dBmに

することがある｡したがって動作レベル,不動作レベルの限界値

ほ20dB程度となる｡RT線の電任を5Vとした場合ほ2Vの場合

に比較Lて動作トランスも,非動作リソグトランスのレベルも8dB

上昇する｡弟8表に実際の加入者lロ1線について測定した場合の動作

トラソスの最低,非動作トランスの最高レベルを示す｡この場合も

前と同様約20dBのマージンが得られる｡

d.21D検出器の動作限界

RT線の電圧を変化して,ID検出器の動作限界を測定した結果を

弟9表に示す｡これよりRT線電圧2Vで動作,非動作の限界を十

分に満足することがわかる｡

る.31Dの保留時間

IDの保留時間を測定した結 を第10表に示す｡これよりA局は
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230～2501TISにあるが,1局増すごとに45msぐらいずつIUの保

留時間が増加する｡したがって総合の保留時間では300nlSを6%

程度 するが, ID DETの遅延時間を雑音により誤動作しない稚

開で某豆くすることにより,IDの保留時間を300ms以下とすること

は可能である｡

7.結 言

以上,大形リングトランスを用いた順次式ID装置の方式,特徴,

試作結果について述べてきたが,試作の結果,性能は十分実用に耐

えることが確認され,現在日立製作所戸塚⊥場の構内専用交換機で

実用試験を行ない,装置の安定度の確認と,構内電話の監査を行な

っている｡

本ID 置ほリングトラソスを20utOf5に配列することによリ

lout oflOの方式に比較し,1個のリソグトランスの大きさほ大

第44巻 第10号

きくなるが,1万匝l線当たり40偶のリソグトランスが半分の20偶

になった〔リソグトランスは形ほ大きくなったが,鉄心の厚さを薄

済化を図った｡検出日田こついても順次式の採用により,1

局当たり10個と,同時式に比較して悠の数で済んでいる｡西二試行

励掛こより一つの障害が生じてもほかの系統で呼~を処理し,サ▼ビ

スを停止Lないのできわめて安定億劫作が期待できる｡ID装筐は

課金装置の一装置として設備されるが,自動課金のほかにも手動即

時呼の番号照合,緊急回線の着信呼の発信者検出,障害ルートの探

にも広く応用できる｡最後に本装置の試作に/)いてご指導いただ

いた戸塚工場の各位に対し,

1

2

3
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